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の意図を簡潔に示せば、次の一一一つが挙げられる ひ つ 、あらゆる間一性、感覚、概念の表象とは、われわれの幻想であるというこ
と。そして、どれほどわれわれが、あらゆる差異をそのような向一
290 






































ある。実擦われわれは、とどまることなく変化し続ける、そ ような身体組織を指して同一的な「私」と呼んでいる。ならば、「私」の同一性とは単な 意識による抽象化の産物であろうか。そうかもしれない。しかし、厳密に考えてみるなら そのような抽象化 行う意識もまた同
物としての「私」の意識に他ならない。











































































奇妙なものにする契機に他ならない。なぜならそれは「十分に中心軸を把握できない、諸々の異なる動態的 過寝間の干渉である」きからだ。他者の「おびえた表構とは、私が見たことのない可能的世界の表現、あるいは世界のおそろしい何も かの表現である己主。ドゥルーズにとって他者とは私が知覚し得ない可能的世界を表現するものであり、またその可能的な世界はその他者の表現においてのみ存在す ものである。
こうして哲学は、ある唯一的な思惟する主体を特権化することを






















































































































































個別的な感覚によって諸々 理念や潜在 な惣念を表現する個体に他ならない。ウィリアムズは、そこにスピノザ ライブニッツの影響を見ている すなわち、現念と強度を表現し いる個体と、世界全体を表現し がらもおのれの個別的なパ
i
スベクティブに
よって規定されるそナド的な個体からなるひとつのシステム。滋夜的なものと現実的 ものはまさ この個体化 過稼 両側面であり、それらが個体の実在性を規定しているのだ。
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